
船 を媒介に した人間の

余暇の過 し方の変遷 についての一考察。

浮かぶ宮殿か ら浮かぶ リゾー トへ,そ して浮かぶ別荘へ。

田 辺 英 蔵

From Floating Palace to Floating Resort, 

    and to Floating Second  house. 

          Eizo Tanabe

 The fourth "luxurious passenger ship decade" in world history is now beginning. 

 The first decade was early  this century, just before World War I , and was 

known as the "belle epoque". Very lange ship of 40,000-grass ton class competed 

under the British or German flag for supremacy over Atlantic routes. The second de-

cade was the period between the two world wars known as the "Roaring Twenties", 

when 80,000-gross ton class big passenger ships such as the Queen Mary, the Queen 
Elizabeth and the Normandy contended very hard for "Blue Ribbon". This decadde 

can be said to have been the true golden age of luxurious passenger ships. 

 After World War  it  , the luxurious passenger ships decades came to the end due to 

the advent of  jetplanes. In 1980s a new type of  70,000-gross ton class big passenger 

ships was developed, which  involved a different concept from conventional passenger 

ships and were installed in Carribean routes. These are big sightseeing passenger 

ships and we could say that with them the fourth decade of luxurious passenger 

ships began 

 Investment on constructing larger sightseeing passenger  ships has realized cheaper 

costs which means that cheaper cruise fares have been able to attract more of the 

general public. At the same time, investment on smaller ships  (5.000 gross ton — 
10,000 gross ton) has also been made by those who are rich and prefer more luxu-

rious and sophisticated cruises. 

 The concept of small luxurious sightseeing ships is gradually overlapping the im-

age of personally.owned luxurious yachts. 

 Meanwhile, the chartered yacht industry is now prospering in marine resorts and 

sightseeing spots all over the world.
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 The chartered yacht system is convenient for those who can not afford them own 

personal yacht because it gives them the opportunity to enjoy personal yachting by 
time charter contract at reasonable prices. In this way the expensive pleasure of 

yachting among rich people is now becoming the pleasure of the general public. This 

popularzation of small and luxurious sightseeing ships as well as the chartering of 

luxurious yachts provides the ultimate leisure for mankind.
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言葉の定義

YACHT, from the Dutch jacht (p.  p. of jach-

ten, to hurry, to hunt), originally  'a vessel of 

state, usually employed to convey princes, 

ambassadors or other great personages from 

one kingdom to another'(Falconer, Marine 

Dictionary, 1771); later any vessel propelled  

by either sail or power used for pleasure and  

not plying for hire. The word entered the En-

glish language in 1660, the year of the res-

toration of Charles  II and the presentation to 

him by the States General of Holland of the 

Mary (100 tons, 8 guns) as a private pleasure  

vessel. There had been similar vessels long 

before this date, known as  'royal pleasure 

ships' or esneccas, but the word  'yacht' was 

then unknown in relation to them.(The Oxford 

Companion to SHIPS AND THE SEA Edited 

by Peter Kemp, Oxford University Press,

London,傍 線 引用者)

す なわ ち,ヨ ッ トとは,日 本 人が一般 に考

えてい る小型 の帆走艇sailingboatで は な く,

「個人 で所 有す る
,遊 びのため の,贅 沢 な船 」

のこ とで あって,多 くの場合 帆走艇 で はない。

33ペ ー ジに英 王室 ヨッ トBRITANNIA並 び に

最新 ヨ ッ トSTEFARENの 写 真 を掲 げる。
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英 王 室 ヨ ッ トBRITANNIA,412.aft,1954年 建 造

MotorYacltStefaren,177ftbyJonBannenberg,1988

船の分類

一般に艦船は4種 類に分類される。

1)

2)

3)

4)

軍艦

商船

漁船

プレジャーボー ト

本稿 に於 て は,上 記分類 の うち,人 を運 ぶ

ための商船す なわ ち客船 とプ レジャーボー ト

の2種 類 を扱 う。 プ レジ ャーボー トpleasure

boatな る 語 には,privacy,yachtと 同 じ く適

当な訳語が ない。 日本民族 に とって未経験 の

新 しい概念 だか らであ る。
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第1章 豪華巨船の歴史

第1節4回 の巨船時代。

現在人類 は,今 世紀に入ってから4回 目の

巨大客船時代に生 きている。

(第1次 巨船時代)

第一次世界大戦の初まる前の今世紀初頭,

英 ・独両国はその持てる工業力の総力を結集

して豪華客船 を建造 し,大 西洋航路に投入 し

てブルーリボンを競った。第1次 巨船時代で

ある。

ブルーリボンとは,大 西洋航路 を最高速で

走った客船に与えられるトロフィーとリボ ン
ニう かん

で あ っ て,浩 瀚 な 「Oceanliner」 の 著 者

RobertWallに よ って も 「ブ ルー リボ ンの起

源 を知 る者 は居 ない」。18世 紀 の未葉,す で

にブルー リボ ンは大西 洋航路 の新 鋭船の 間で

争 われ,第2次 大 戦終了後,ア メ リカ船ユ ナ

イテ ッ ド ・ステー ツによって獲 得 される まで,
ほしいまま

そ の名 を 恣 に した。

では何 故大西洋航 路 なの か。

由来 新旧両大 陸 を継 ぐ大西 洋航路 は客 船航

路 の表 通 りで あ り,航 空路 を含めれ ば今 で も

そ うであ る。太 平洋圏が重視 され だ したの は

極 く最近 で あ って,今 で もSSTは 大 西洋 航

路 に しか投 入 され ていない。

第1次 大 戦前夜 か ら大戦の始 まる1914年 に

か けて,OLYMPIC(1911年,45.324ト ン),

TITANIC(1912,46.329ト ン),AQUITA-

NIA(1914,45,647ト ン),BERENGARIA

(1913,52.226ト ン),BRITANNIC(1914～

15,48.158ト ン)ら の英 国船,之 に対 す る

IMPERATOR(1913,52.117ト ン),VATER.

LAND(1914,54.282ト ン)等 の ドイ ッ船 が
じく ろ あいふ く

舳艫相銜んで覇を競った。

(第2次 巨船時代)

第1次 大戦 と第2次 大戦の狭間の20年 間,

世界は束の間の平和 と繁栄を謳歌 し,大 西洋

航路の豪華客船はそのシンボルだった。すな

わち第2次 巨船時代である。1920年 代の終 り

か ら30年 代 の初 めにか けて,英,仏,独,伊

の欧州 列強 は続 々 と して5万 トン級 の新鋭 巨

船 を就 航 させ,1930年 代 の 中葉 に至 り,遂 に

8万 トンを越 す 巨船NORMANDIE(1935,

82.799ト ン),QUEENMARY(1936,

81.235ト ン),QUEENELIZABETH(1940,

83.673ト ン)が 就航,仏 の ノルマ ンデ ィ(29

ノ ッ ト)と 英 の クイー ン ・メ リー(282ノ ッ

ト)の 間で国家の威信 を賭 けた ブルー リボ ン

争奪戦が展 開 され た。 人類 は未 だに この3隻
りよう が

を 凌 駕する トン数 とスピー ドの客船 を作っ

ていない。将に第2次 巨船時代は,真 の意味

での豪華客船の黄金時代であった。

(第3次 巨船時代)

1945年8月,第2次 世界大戦が終了 した時

全世界は唯一の経済問題を持った。 ドル不足

である。戦禍を蒙 らず,全 世界の工業 ・農業

生産を殆んど一手 に引 き受けた米国は出超と

な り,他 のすべての国々が ドル不足に悩んだ。

第3次 豪華客船時代は ドル獲得の手段 として

幕を開けた。1940年 の完成と同時に軍隊輸送

船 として徴用されていたクイン・エリザベス

は,1947年,初 めて 「客船」 として就行 し,

クイン ・メリーと共にウイークリーサービス

に入った。戦時中,毎 回1万5千 人(最 高

16,783人)の 兵 員 を 高 速 で 輸 送 し た
ク イ 　 ン ズ

2隻 の女 王 に深 い感 銘 を受 けた米国 は,1952

年,UNITEDSTATES(53.329ト ン,30ノ ッ

ト。但 し最 高速 は軍機)を 建造,同 船 は ブ

ルー リボ ンの最 後の保持者 とな った。1961年,

フ ラ ンスの 国威 を賭 けたFRANCE(66.348

トン,30ノ ッ ト)が ドゴールの お声 がか りで

就 航 した。1965年,そ の 名 も優 しいRAF-

FAELLO,MICHELANGELO(45.000ト ン)

の 姉妹 が地中海 に浮 んだ。そ して1969年,最
ラ イ ナ 　

後 の 豪 華 定期 客船QUEENELIZABETH

(65.863ト ン)が3次 に恆 る豪華客 船 時代 の

竿尾 を飾 る美 しい残 照 と して海 に浮 んだ。
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第2節 何故客船は巨大化するのか。

船の設計 には,

1)社 会的条件

2)力 学的条件

3)風 土的条件

の勘案が要求 される。

まずは じめに,客 船 は,他 のすべての交通

機関と同じく,次 の3つ の社会的条件 を満た

さねばならない。

a)安 全性

b)迅 速さ

c)快 適さ

次 に客船は船である以上,流 体力学の制約

を受ける。砕いて云うと,船 は,

イ)軽 い方が早 く

ロ)長 い方が早 く

ハ)大 きい方が揺れず

二)ス ピー ドを増すにつれ揺れ も増す

3番 目に甚案すべ き要件 は航海水域の地理
そ

的,自 然的条件である。件の船が地球上の如

何なる水域に投入されるかによって,船 の設

計は決定的な影響 をこうむる。

新旧両大陸を継 ぐ航路 具体的には英国,

サザ ンプ トン,仏,シ ェルブールとニュー

ヨークを結ぶ航路 のある北大西洋は,特

に冬期,名 に し負 う風浪寒気の大洋である。

船が如何 に豪華であろうと,客 が船酔いに苦

しみ続けるのであっては,客 はその船 を選ば

なくなる。今 も昔も大西洋航(空)路 の競争

は厳 しい。前記の流体力学の法則を踏まえつ

つ,北 大西洋の厳 しい海況の中で,安 全 ・高

速 ・快適の条件 を満たす最 も簡単な方法は船

の大 きさを増すことである。欧州の海運会社

と設計家は必然的にこの道を選んだ。実は,

船の大きさを増すためには,

a)充 分の市場が期待できること

b)充 分の資金力があること

の2つ の前提が必要であるが,往 年の船会

社の経営者 は楽天的であ りand/or勇 気に富
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

んでいたし,彼 らは現在でもそのように見え

へ

る。資金力については,海 運業は常に国策会

社であったから,手 厚い国家補助が期待でき
ヘ へも ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

た し,今 で もそ うで ある。

マ　ケット

第3節 豪華客船の 客層

巨大豪華客船 と云うか らには,そ の客船は,

巨大であると共に豪華でなければならない。
ヘ へ

客船の豪華さの内容 を決め,そ のつけを支払
レジヤ　

うのは 「客」である。第2次 大戦後の余暇の

大衆化以前,長 く人類の贅沢且つ優雅な余暇
アッパ　クラス

生活 の基準 を作 って来 たのは上流階級 であ り,

第1次,第2次 巨船時代 の客層 はまぎれ もな

く彼 ら(彼 女 らを含 む,以 下同 じ)で あった。

上 流階級 とは次 の4種 類 の人間集団 を指す。

王族(Royalfamily)

貴 族(aristocrat)

富 豪(millionaire)

有 名 人(celebrity)

前3者 は古 来存在 して来 たが,最 後 の 「有

名人」 はマ スコ ミの産物 と思 われ る。彼 らは

その持て る莫大 な財 力 と時 間 を人生の遊楽 と

亨楽 に注 ぎ込 み,人 類の贅沢 で優雅 な遊 び方

のパ ター ンを創造 し,維 持 し,研 磨 し続 けて

来 た。過去3回 の巨船 時代 に於 て,欧 州列強
マ　ケ ット

の船会社 はこの明快 な客層 を頭に置いて船

を建造 した。その結果,往 時の客船は陸上の

グランド・ホテルをそのままに海上に移 した
フロ　テイング 　パレス フロ　テイング コシティ
ミ浮かぶ宮殿 ミ ミ浮 かぶ大都市ミ

,水 に 浮 く
けんらん
気絢爛 た る虚栄 の市 ミであ

った。

第4節 突然の死。

第3次 豪華客船 時代 は突然終焉 した。1957

年,58年 に相次 い で ボーイ ング707,ダ グ ラ

スDC-8の ジ ェ ッ ト機 が定期航空路 に就航 し
ラ イ ナ 　

た時,豪 華 定期 客船 の時代 は終 わった。最 後

の,そ して米 国船 と して初の ブル ー リボ ン保

持船ユ ナイテ ッ ド ・ステー ツの大西洋横断記

録 は3日10時 間40分,最 高速度30ノ ッ トと伝

え られ た。実 は40ノ ッ ト近 く出る とい う噂 も

あ った。40ノ ッ トとは時速74キ ロ であ る。時
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速900キ ロ の ジェ ッ ト機 との 勝 敗 は 明 らか

だ った。 クイ ン ・メ リーは1967年,ク イ ン ・

エ リザベ ス は68年,大 西洋航 路か ら引退 した。

そ れは,技 術革新 によって一つの産業が 一夜

に して消 滅 したあ ま りに も劇的 な例 だ った。
ヘ ヘ ダイノソア

もし恐竜 達が氷河期に襲われ,そ の巨体を

維持する食糧の不足によって絶滅 したのであ
ヘ ヘ へ

るならば,豪 華客船はジェット機 という翼竜
リハイアサン

に 「客」 とい う食糧 を奪われた 巨 鯨 の群に

喩えられるであろう…… と人々は信 じた。

第2章 新しい巨船時代の開幕

第1節 新 しい客層一急がぬ人々

にも拘 らず,冒 頭 に述べた如 く,1980年 代

に至 り,人 類 は第4次 巨船時代 を迎えた。

ジェット機の出現 によって抹殺された筈の豪

華巨船の群が南の海に浮んでいる。彼女 らの

特徴は,客 船が交通機関であることを止めた

ことにある。かつての客船は地球上の2点 問

を結び,人 貨 を輸送 した。人類は貨物の輸送

は今で も圧倒的に海上輸送に頼 っているが,

人間の輸送 に関しては 「時間」が決定的な判

断基準 となった。

SSTの 座席 は一般ジェット機の ファース

トクラス並 み(又 はやや狭 く),価 格は倍す

るが,ド ゴール ・JFK間3時 間半 という旅の
らく

楽 さ,便 利 さは何 者 に も変 え難 い。 もし

SSTを 大型化す ることに よって価格 を下げ

得れば,よ り多 くの旅行者は 「時間」を選ぶ

であろう。その一方に於て,現 代社会は今ま

でと全 く別種の客を生んだ。先を急がぬ旅人,

観光客である。彼 ら彼女らは,む しろ,遅 い

方がベ ターだと考 えかねぬ旅行者である。何

故ならば,彼 らは急いで辿 り着かねばならぬ

目的地 を持たない。輓近進水 し就航 している

巨大客船 はliner(定 期航路客船)と い う名

の代 りにcruiser(巡 航客船)す なわち観光

客船と呼ばれ,A地 点→B地 点ではなく,A

地点→A地 点という航路を選ぶ特徴を持つ。

彼女 らの出航地の代表はマイア ミであ り,到

着地 も同 じくマ イア ミで ある。マイ ア ミ港 の

長 堤 に は,全 長250メ ー トル に及 ぶ 巨大観 光
バウスタン

船が何隻 も舳梶 を接 して横着 けし,桟 橋の
い

上には大型観光バスが蝟集し,航 空機の乗降

階段を巨大化 した如 き階段によって桟橋か ら,

そ して桟橋へと客を呑吐 している。

第2節 新 しい船型一船でなく箱

輓近の観光客船 には,一 眼でそれと判 る外観

上の特徴がある。船全体の背が高 く,そ の高

さが殆んど船の全長に及んでいる。す なわち,

高 く長い箱が浮んでいるが如 き印象 を与え,
ビ ル

船 と云 わん よ りは建物 に近い。

かつての大西洋 航路の巨船達 は押 しなべ て

優 雅流麗 な外観 を持 ち,そ の美 しい姿 は海の

女 王の名 に値 した。現代 の観 光船 はス タロー

ン又 は小錦 であ って,そ れ はそれで新 しい基

準 に依 る美 で はあるか も知れ ぬが,お 世辞 に

も流麗優 雅 とは云 い難い。37ペ ー ジ に,往 年

の名花,QE2,France(Norwayと 改 名)と,

現 在 カ リブ海 に配船 されてい る代表 的観 光客

船SovereignoftheSea,StarPrincessの 概 念

図(資 料 出所:「Frommer'sCruises'91-'92」

byMarylynSpringerandDonaldSehulz,Pre-

nticHallPress)並 び にSovereignの 横 写 真

を掲 げ る。

かつて の豪 華客船が流麗 な姿 を してい たの

は,冬 の北 太西洋 の荒天下 を高速 で,し か も
ヘ ヘ ヘ へ

客に対 してやさしく航行せねばならなかった

からである。厳 しい自然との闘いは往々にし

て美を生む。その 「美」すなわち流麗優雅な

姿態は贅沢で趣味の好い客達を魅了す るとい

う営業的効果があったから,設 計家 は荒天の

海を安全に快適に高速に,出 来れば経済的に

航行 し,尚 且つ優雅な外観を保つという相互
る

に矛盾する要求の妥協点を見出すことに鏤骨

の苦心 を払い,女 神 のように優雅な客船を設

計 した。

今や殆んどの観光客船の設計者にそのよう

な苦 しみは無い。現在の観光客船は荒天下の
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太洋を航行する必要が無い。船が交通機関で

あった往時,客 船は客を大陸から大陸へと運

ばねばならず,大 陸の問には大洋があった。

大洋 とは限 らず,海 とは常にうね り,強 風,

颶風の危険を盈む。にも拘 らず,交 通機関で

ある客船 は万難 を排 して定期定時航行を維持

しなければ,用 務 を帯び,代 替交通手段を持

たぬ客の要望に応 えられなかった。すなわち

競争に勝てなかった。

観光客船の客 は用務を持たぬ客である。人

生を楽 しむという人生最高の目的のみを持つ。

換言すれば,「 人生 を楽 しむ」 という客の要

望に応え得 る限 り,客 船会社 は航路を自由に

選ぶ ことが出来 る。多 くの団体観光客は,
「条件」が同 じなら,仕 向け地 に対 しては興

味を持たない。熱海で も鴨川で もいいのであ

る。では観光客は仕向け地についてどのよう

な 「条件」を望むか。

第3章 新 しい海一新 しい航海水域

第1節 リゾー トの条件

由来 「リゾー トの条件」 は次 の如 くで ある。

i)一 年 を通 じて暑 い こと。具体 的 には,

周 年裸で い られる陽気であ る こと。

ii)そ の よ うな天候 が安定 している こと。

iii)昼 は暑 くとも夜 は涼 しい こ と。具体

的 には,冷 房無 しで タキ シー ドが着 られる夜

気 が望 ま しい。 リゾ ー トにあ って は,ホ テル,

船 上 といえ ども,客 はテ ラスに出たが る。

iv)白 砂 の長 い浜 があ り,椰 子 又 は之 に

類 す る植物 が背 後 に繁茂 して い ること。

v)出 来 れ ば夕 日が 水平 線上 の島影 に沈

一37一



む こ と。

vi)政 情 が安 定 して いるこ と。

vii)通 貨 が 弱 く(従 って)労 働 力,物 価

が安い こ と。

上記 の ような条件 を満 たす立地 は,赤 道 を

狭 ん で北 回帰 線Tropicalcancer,南 回 帰 線

tropicalcapriconeの 間 の通稱CopriconeZone

に 無 数 に存在 し,当 然,赤 道無風帯又 はそ の

周 辺海域 に属 す る。す なわち,北 太平 洋,北
し け

大西洋の ような時化の海ではない。

前記 「リゾー トの条件」に適合 しながらカ

プリコーン ・ゾーンに属 さぬ観光適地に地中

海がある。地中海は比較的高緯度に位置 し,

例えば西地中海の中心的観光地バ レアレス群

島の緯度は略 日本の盛岡に等 しいが,南 にア

フリカを控え,北 に山脈が連らなる内海 とい

う地勢に幸いされて略完全なリゾー トの自然

条件 を持つ上,沿 岸諸国の通貨が以北の国に

比べて弱 く,加 えて歴史的文化遺産に富むと

いう好条件に恵まれ,北 方諸国の観光客 を吸

収 している。

ハごツクヤ　 ド

第2節 裏 庭

高緯度に位置する世界の工業先進国は,生
フォトジンテ　ゼ バックヤ　ド

物 の趨光傾向 に従 い,夫 々 の 裏 庭 或 は
パラダイス

楽園 を夫々の南方地域に持つ傾 向が認めら

れる。ヨーロ ッパ人には地中海,北 米大陸に

はカリブ海がある。世界の第3の 経済勢力 と

なった 日本 もまた,ハ ワイ,東 南アジア,豪

州,南 太平洋へとそのレジャー圏を拡げつつ

ある。

人類にとってまことに幸運なことに,世 界

の3大 経済圏に対応する3大 レジャー圏,地

中海,カ リブ海,南 太平洋は観光客船 にとっ

て理想的な海洋気象条件 を備えている。この

海域 はカプリコーン ・ゾーンand/or赤 道無

風帯に属 し,一 般に多島海であ り,地 中海に

至 っては巨大な内海である。海洋のうね りは

海洋の大 きさに比例 して長大 となるから,地

中海には事実上 うね りは無い。多島海である

ことは,散 在する島嶼が うね りを減殺 し,
リ　ワ　 ドサイド

島々の 風 下 側 に安全,快 適な港湾,泊 地,
アンカレジ

錨泊地を型成 して呉れる。そのような入江は

殆んどの場合,リ ゾー ト・ホテル適地である。

第3節 新 しい酒に新 しい皮袋

周年静穏を期待出来る海域 を前提 とした場

合,船 舶の設計者は耐航性,凌 波性 という厳

しい条件から解放される。現代の観光客船の

外観 を一暼すれば,彼 女 らが大洋上の長期の
し け

航行,時 化の海,並 びに高速航行 を殆んど考

えずに設計 されていることがすぐ判る。船の
プロフィ　ル

横断面は壁の如 くであ り,強 烈な横風による
リ　ウエイ ロ　リング

横流れ,横 揺れ,並 びに重心の上昇による転

履の危険は如何ばか りか と危惧 されるが,平

穏な海域を前提 とすれば,そ のような危惧は

無用であり,存 在せぬ危惧に対処する設計は

無用のコス トの上昇を意味する。もし強風に

よる横流れ,横 揺れ,重 心の上昇による転履

の危惧に基いて船の横面積を減ずべ く船の高

さを低 くすれば乗客の収容力 を減 じ,船 室の

眺望を減 じ,船 内遊興空間を狭めねばならな
ソブリンオブザシ　

い。例 えば 濁毎の王者 、 に見 られる如 く,

5階 層ぶち抜 きのサロンを上下するガラスの

エレベーターなどというものをセリング ・ポ

イントにすることを諦めねばならない。航海

水域を平穏なレジャー水域に限定された現在

の観光客船は,か つての 「船」 というものが

大自然 と闘うために具えねばならなかった各

種の制約から解放され,娯 楽性,収 益性 を極

限まで追求 し得 る。現代の観光客船 は最早

「船」ではない。船の外観をした動 くホテル,
"
againtfloatingHyattHote1"で ある。

もしこのような船でない 「船」が耐えられ

ぬ海況が予測 された場合は,彼 女らは欠航,

又は避難する。観光船の客は用務を持たぬか

ら,欠 航,退 避は所定の賠償 によって処理さ

れ,客,船 会社双方共致命的な損害を受ける

ことは無い。多島海を航行する観光船の客は,

緊急用務或は急病等の場合,最 寄 りの島から
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航空機 によって脱出する自由を持つ。何 らか

の理由で欠航 ・大巾な遅延があった場合 は船

会社は補償を行 うが,そ のための船会社の負

担は企業の営業 を続行 し得る許容の範囲内に

収 まっているものと計算される。

之 を要するに,上 記諸々の利便 を得るため

に,観 光客船会社 は太洋を避け,航 海水域 を

平穏海域に限定する。アラスカ,ス カンジナ

ビア,或 は南極等の高緯度地域へ航行せねば

ならぬ時は,そ の海域が平穏な時期に日程 を

限定する。

このように注意深 く限定された海域が,観

光客が切望する観光地,リ ゾー ト地すなわち

地中海,カ リブ海,南 太平洋 と略完全に一致

していることは,繰 返すが,船 会社 と客双方

の幸運であ り,会 社 と客双方の幸運の一致 を

発見 し営業化することこそ,商 売の大道 と思

われる。

第4章 巨大化か小型化か。

第1節 何故贅沢な船は小さくなるか。

一般にサ ービス業に於ける ミサービス、の

質は,量 に逆比例す る。客の数が多 くなるに

つれてサービスの質が低下するのはまことに

止むを得ない。 ミシュランのガイ ドブ ックに

よって2ッ 星以上にランクされるレス トラン

は押 しなべて小規模店である。一人のシェフ

が供 し得る食事の量には限界がある。この原

則 はホテルに も適用 されるが故に,上 客は小

規模で由緒ある(往 々にして一致する)ホ テ

ルを愛顧す る。それでは何故,観 光客船は巨

大化するのか。筆者は前章に於て,客 船が巨

大化する社会的,流 体力学的,風 土的理由を

述べた。

客船の巨大化には,も 一つ,看 過出来ぬ理

由が あ る。 レジャーの 大衆 化 で あ る。 レ

ジャーの大衆化による船の巨大化には,2つ

の側面がある。

1)経 済的側面 コス トダウン

2)人 間的側面 退屈の処理

1936年,レ オン ・ブルムの人民戦線内閣に

依 って断行 された週40時 間労働制,有 給休暇
とうとう

制度を契機にレジャーは滔々として大衆化 し,

戦後,民 主国家アメリカの繁栄によって定着

した。現在フロリダを発する巨大観光客船の

客は最早上流階級ではない。激甚な競争下,

各船会社は競 って低料金化に努め,客 層 を客

船旅行未経験者,中 産階級,若 年層,独 身者,

若い家族に定め,お もむくところ,価 格は1

日1泊3食,運 動施設,エ ンタテイメント付

1人2万 円を切 るまでに下った。フロリダま
サ　ビス

での航空運賃 を無償 にするパ ックも珍 しくな

い。豪華巨大観光客船の旅は今や庶民大衆の

射程内に入っている。船の巨大化は上記の大

衆化に起因する。すなわち,船 の巨大化は乗

客数の巨大化によるコス トダウンを目的 とし

ている。どんなに大きな船で も船長は一人で

ある。巨大化は市場が充分にあると仮定 し得

れば明らかにコス トダウンにつながる。例え

ば,か つてのQF2で は,2000人 の客 を900

人の従業員が世話 した。概略従業員1人 に対
はん

して客2人 の割合 であ る。輓近 の観 光客船 の

雄 ソブ リン ・オブ ・ザ シーの収容力 は2,2282

人,従 業 員数 は750人 で あ る。 上記 の比 率 は

客3人 に低 下す る。

アンニュイ

第2節 退 屈
ばん

輓近の観光客船の巨大化の もう一つの側面,

文化史的にはより重要な側面は乗客の退屈の

処理である。識者の観察によれば,人 類は2

種類の人物か ら構成 されている。

退屈する人類 としない人類の2種 類である。

この観点に立 って眺めると,人 間は3種 類

に分類 し得 る。
ア ツ パ 　

i)上 流階級
イ ン テ リ

ii)知 的 階級
マ ス

iii)大 衆

この3分 類の うち前2者 は退屈せず,3番

目は常に退屈 している。逆 に,レ ジャー(余

暇)産 業の立場から見れば 「常 に退屈 してい
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る人々を大衆 と云う」 と云う定義が成 り立つ。

上流階級は退屈せぬ訳ではないが,彼 らは

生れた時か ら退屈に馴れているが故に,退 屈
すべ

と 共 に 生 き る術 を 心 得 て い る 。

イ ン テ リ は 退 屈 し な い 。 一 冊 の 良 書 と,美

酒 と,要 す れ ば パ イ プ と,閑 静 な 一 隅 が こ の

世 に あ れ ば 彼 は 幸 福 で あ り得 る 。

之 に 反 し,大 衆 は 常 に 退 屈 し,退 屈 し た 大

衆 は 常 に 不 満 の 種 を 探 し 出 し て 不 穏 の 空 気 を

醸 成 す る 。 こ の 傾 向 は オ ル テ ガ に 指 摘 さ れ る

ま で も な く現 代 社 会 の 一 般 的 趨 勢 で あ っ て,

観 光 客 船 と い え ど も例 外 で は あ り得 な い 。 陸

岸 か ら 隔 離 さ れ た 閉 鎖 空 間 内 の2千 人 の 厂大

衆 」 の 退 屈 は 往 々 に し て 由 々 し き社 会 不 安 ひ

い て は 船 の 悪 評 を 惹 起 す る か ら,巨 大 観 光 客

船 会 社 は7日 間 の 航 海 中 如 何 に し て 客 を 退 屈

さ せ ぬ か に 腐 心 す る 。 彼 ら が 考 え 出 した ミ退

屈 さ せ ぬ 法 ミ の 一 端 は 次 の 如 く で あ る 。

NoonecaneverclaimtobeboredonaCar-

nivalcruise.Infact,theactionbeginsearly,

justaftersunrise,buildsthroughtheday,.and

continuesintothemiddleofthenight.While

othershipshave.movietheatersanddiscos

thatoperateduringlimitedhours,Carnival's

moviesrunnonstopfrommorninguntilpast

midnight,andthediscomusicbeginsbeating

inmidafternoon.Atalmostanygiventime

therearecontestsandparties,classesand

games,barandloungeentertainers,and

bandsgalore.OnitsnewershipsCarnival

hasarcadesofnightclubsthatfeatureawide

rangeofentertainmentfromfolkmusicto

varietyshows,discototeenagedanceclubs.

EventhesmallerCarnivalshipstendtohave

moreentertainmentoptions-thanmostcruise

lines'largestships.

Carnivalvesselsoffereveryandanyactivity

thatacruiseshipcouldhave,includingbeer-

drinkingcontests,greased-polepillowfights,

bingo,masqueradeparties,'poolgames,water一

balloontosses,andtriviaconstests.Noone

candoitall,butmanypassengerstry.

(「Fodor's91CruisesandPortsofCall」by

DanielandSallyGrotta,CarnivalCruise

Linesの 項)
ほん

船会社の,つ れて客の上記の如 き狂奔振 り

を評 してある記者は,

「若 し客が之らのエ ンタテイメン トや運動
ヘ へ

施設を満契 しようとするならば,殆 ん ど観光
ヘ へも ヘ ヘ ヘ へ

の時間は無い」

と揶揄 し,船 会社のある重役は,

「客のこのような要求に応 えるために,船

はい くらで も大 きくなる」

と嘆いた。之が観光客船巨大化の もう一つ

の理由である。いみ じくも船会社 は彼 らの船
フ ァ ン シ ン プ カ　ニバル

をお楽 しみ船,謝 肉祭ラインと稱 している。

この傾向は識者に,ア リタリア航空の有名な

広告文を想起 させ る。
ミイタリア旅行 は単なる休暇ではあ りませ

ん。毎 日続 くお祭 りです!。 。現代の観光客

船上では,夜 を 日についでのお祭 り騒 ぎの

日々が続 くのである。

ア ツ パ 　

第3節 上流階級

では,「 大衆」 を除 く第2,第3身 分,イ

ンテ リと上流階級はどうするのか。彼 らは見

捨てられるのか。

欧州に於ける最近の調査 に依れば,上 流階

級 も変化 しつ つ ある。権威 あ る調査 機 関
「Uper」が欧州上流階級200家 族の聞 きと り

調査をした結果によれば,「 今や家柄,血 統,

爵位称号,財 産は必ず しも上流の資格要件で

はない。金時計をして赤いフェラリーに乗 る

金持のどら息子 というステ レオタイプは捨て

た方が好い。スポーツカーは俗悪であり,毛
パ ッ セ

皮 のコー トもオー トクチ コール も時代遅 れ,

彼 らは宝 石 は持 ってい るが 身につ けるこ とは

稀 で あ る(jewelsareownedbutseldom

worn,)。 彼 らの多 くは,医 師,法 律家,実 業
いやはや

家,地 主,芸 術 家,そ し て,egad,若 干 の
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ジ ャーナ リス トを含 む。 フラ ンスの保険会社

SOCAPIは 上 記 の事実 を卒直 に認 め,総 支 配

人AnnePugnetは,わ が 社 の 思 想 は充 分 に

chlcで な か った。 この ような有望 な市場の た

め 特 別 な 商 品 を提 示 す る,と 語 っ た。」

(TIME,September7,1992)

す な わち,相 当程度 の財力 と社会 的活動力

を持 ち,相 当以上 の知性 と趣 味 を持つ 人種 が

現 代の上流 階級 で ある。彼 らはフ ァンシ ップ

の喧騒 に耐 え られ るで あろ うか。 レジ ャー の

大 衆化の時代 に彼 らは見捨 て られ るべ きか。

AnnePugnet女 史 と同 じ く,船 会 社 の 答
ノン ア ノ パ 　

も否であ る。す で に論 じた如 く,上 流 階級 は

歴 史の初 めか ら,贅 沢で優雅 な遊 びの規範 を

創造 し,維 持 し,研 磨 し,社 会全 体 に対 して

窮極 の遊 びのパ ター ンを提示 して来 た。人 類

の生 産力の増強 が続 く限 り,レ ジ ャーの大 衆

化 は促 進 され,レ ジ ャーを手 に入 れた大衆 の

夢 は,よ り高級 な,よ り優 雅 な,よ り知的 な

レジ ャーの亨受へ と移行 す る。 そのモデル,

パ ター ン,つ ま りは大衆 の レジ ャーの行 くべ

き先 を具体的に示すのは上流階級である。秀

れた レジャー のモデ ル を欠 いた社 会 は レ

ジャーの貧困化,俗 悪化,喧 騒化に陥る。そ

れはとりもなおさず,人 間生活の外面,内 面
ア ノ パ 　

の貧困化である。第3身 分 もまた,彼 らの自

覚せざる使命 を実現する場を与えられねばな

らない。

第4節 海の女神の誕生

1984年,二 隻 の奇妙な豪華客船が生れた

(41ページ写真)。何故奇妙か と云えば,こ の

船 海の女神SeaGoddessI,Hは5

千 トンに満たない。一世紀に及び,世 を挙げ

て巨大化の一途 を辿 った豪華船の歴史の上に,

その方向と全 く背馳する二隻が誕生 したので

ある。

既述の通 り,サ ービスの質 と客数 とは反比

例する。過去に於ける観光客船の巨大化 は,

流体力学 と採算 という忌避不能な圧力の結果

であった。実は,船 の設計家 も客 も,必 ず し

もこの傾向を手放 しに喜んでいた訳ではない。

SeaGoddessI,II,344ft,1984
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かつての海の女王QE2は,客 室階層 を12

階に分け,船 賃を19等級に分け,等 級 に従っ

て客室の階層 と海側,内 側の配置,並 びに各

等級 の客の食事 をする食堂 と,時 間と着席

テーブル とを細 く規定 した。

考えるまでもなく,こ のような細分化 は船

舶設計家並びにサービスを担当する側の人間
ナイトメア

の 悪夢 であ る。船 と限 らず,ホ テ ル,レ ス

トラン,あ らゆるサ ー ビス施設 の設計 者
ワンクラス

と運営者 の理想 は一階層で ある。

あ る時,あ る船会社 の経営者(女 性)が,

QE2の 一等 客用 の部 分だ けを切 り離 して一

隻 の 小 さな 船 に した ら一等 客 は喜ぶ

ので はないか,と い うもっと もな発 想 を持 ち,

実 行 した。 そ して,1984年,「 海 の 女 神」

(SeaGoddess)が 就 航 した。SGの 要 目 とQ

E2の そ れ との比較 は次 の表の通 りであ る。

QE2・SG比 較表

女 王 女 神

(QE2) (シーゴデス)

トン数 67,139ト ン 4,250.5

全長(フ ィー ト) 963フ ィー ト 344フ ィ ー ト

客数 1,800人 116人

料金(1週 間) 約4,000ド ル 約4,600ド ル

従業 員数(
ス タッフ+ク ルー)

900人 80人

客数/従 業員数 2 1.45

(1988年 現在)

SGの 誕生 は観光 客船の2つ の将来,大 衆

化 す なわ ち巨大化 と,高 級化す なわ ち小型 と

の2大 潮 流の誕生 を示す画期 的な一歩 だ った。

客船が 交通手段 であ った時代,も ちろんS

Gは 生 れ な か った。 全 長100メ ー トル 強,

5,000ト ン足 らず の小 型船 に,大 洋上 に於 け

る高速,安 全,快 適 な航海 は不 可能で ある。

その不可 能 は客船 が交通機 関であ るこ とを止

め レジ ャー化 す る ことによって可能 とな った。

2隻 のSG(SeaGoddessl,II)は 夫 々地

中海,南 太平洋 ソシエテ諸 島に配船 されてい

る。 既 述 の 通 り,地 中海 に はハ リケ ー ン,
タイフ　ン

台風 は無い。和辻哲郎博士の 厂風土」(1935

年)に 指摘 されている如 く,「地 中海は船乗

りにとって子供の海で ある」。南太平洋 もま

た,赤 道無風帯に属 し,よ し超絶的な気象が

「発生」することはあっても 厂肥大化 し通過

する」のは高緯度地方すなわち 日本附近であ

る。

第5節 女神の 日々

今,試 みに,SG上 の客達 の生活,飲 食,

娯 楽施設 を概 観 し,之 を現代 の巨大観 光船,

フ ァンシ ップ,カ ーニ バル船 の実状 と対比す

れ ば,両 者 の哲学ρ差異 は歴 然で ある。反復

を厭 わず再 説すれ ば,近 年 世界 の海 を巡航す

る巨大 観 光船 上 に見 られ る ミお 楽 しみミ の

数 々は,い ささか識者 を驚かせ るに足 る。 い

わ く,複 数のナ イ トク ラブ,複 数 のバ ー,複

数の映画館,巨 大 なシ ョッピング街,複 数 の

プール,複 数の カジノ,ラ スベ ガス式裸 シ ョ

ウ(feathers-and-fleshshows),デ ィ ス コ,

パ テイ ング ・グ リー ン,ゴ ル フ打 ち放 し練習

場,エ アロ ビクスにウエ トイ リフテ ィ ング教

室… …等 々々。 スケジ ュールはギ ッシ リと詰

ま り,既 述の通 り海航 期間 中,あ る時 間につ
アクテビティ

ね に複 数の ア トラクシ ョンや 行 事 が用意 さ

れ てい る。

之 に ひ きか え,SGの 食 堂 は1,ピ ア ノ

バ ー1,図 書 室1,売 店1,プ ー ル1,ア ス

レチ ック ・クラブ1,以 上 がサ ー ビス施 設の

全部 であ る。 日中に はプールサイ ドにバ ーが

開 か れ,朝 食 と軽 い ラ ン チ は(weather

permits)上 甲 板 で とる こ とが 出来,航 海 中

に1回,士 官達 がプ ールサ イ ドに銃 を据 え,

希 望 者 にス キー ト射 撃 をさせ る。夜 は図書室

に小 さな賭 博台 が据 え られ る。 ア ク テ ィビ

テ ィ と云 え るの は この 程度 で あ る。 一 方,
ゴデス ソブ リン
ミ女神ミの ミ王者ミに対する優位 は

,

i)普 通は別料金である酒類が乗船料 中

に含 まれる。客達 はプールサイ ドで従業員に

命 じ,無 制限にシャンパ ンとキャビアのサー

ビスを受け得る。もちろん客達はそうしてい
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る。

ii)普 通 ダ イ ニ ン グ は2シ ッテ ィ ング

(2回 転 制)で あ り,一 回 目の客 はせ か され,

二 回 目は待 た される。テ ーブル とその同席者

は決 め られて お り,航 海 中変更 出来ない。之

に反 しSGで は20時 以 降,好 む時間 に好 む同

伴者 と好 む席 に坐 る ことが 出来 る。

iii)エ ン タテ イ メ ン トは殆 ん ど行 な われ

ず,客 達 は昼 の観 光 を済 ませ れば(せ ぬ人 も

多 い。 プ ールサ イ ドで読書 を し,甲 羅 を干 し

て い る),ゆ っ く りと食事 を し,航 海中二,

三 回正装 し,ピ ア ノバ ーで踊 り,バ ーカウ ン

ター又 はロビーで歓 談 している。それ も嫌 な

人 は部屋 に籠 る。ル ームサ ー ビス は24時 間,

フ ル コースで も受付 ける。

iv)エ ン タ テイ メ ン トは無 いが,た まに

あれば地許 の極 上の シ ョウが来 る。又,乗 客

の中に ピュ リツア ー賞受 賞の作 曲家 な どとい

う人物 が居 た りして,彼 又 は彼 女の演奏 を楽

しむ宵 もあ る。

之 を要す るに,SG上 で は客達 はゆった り

と時間 を楽 しみ,極 上 の酒 と食事 を楽 しみ,

歓 談 と孤独 と静寂 と陽光 と潮風 を楽 しみ,Q

E2の1等 並 み の 料金 を払 って満 足 し,リ

ピー ター も多 い。云 う まで もな く,こ の種 の

船 は 「退屈す る人 々」 向 きで はない。バ ーテ

ンが カクテル グラスを客 の前の カウ ンターに

置 いて去 る時 の慣 用句,`Enjoyyourself!'の

術 を知 らぬ 人物 に とって は,退 屈至極 な船 と

思われ る。

第6節 小型化のもう一つの利点

観光客船の小型化には上述以外にもう一つ

の利点がある。それは小廻 りの効 くことであ

る。 この場合の小廻 りとは物理的な意味で

あって,例 えばQE2は ペナマ運河は通れる

が コリン ト運河 は通れぬのに反 し,SGは

エーゲ海 とア ドリア海を継 ぐこの歴史的運河

を辛 うじて 運河の巾75フ ィー ト,SGの

巾47フ ィー ト 通過で き,客 はギリシア本

土 とプロポネス半島を継 ぐ26マ イルの地峡を
さく

開削 した100メ ー トルの絶壁 の 間の水路 を,

舷 側 の左右 に14ft約4メ ー トル を残 しなが ら

航 行す る とい うス リルを味わい得 る。 ちなみ

にQE2の 船 幅 は105ft,(約30メ ー トル)で

あ る。

第7節 帆船への回帰
シ 　 ゴ デ ス

地球上 には現 在,2隻 の 海の女神 を含 めて

8隻 の高級小 型観光船 が就 航 して いる。

SeaGoddessI,H(会 社 名CunardLine)

OceanicGrace(昭 禾1]7毎運)

WindSong,WindSpirit,WindStar(Wind

SailCruises)

Seabourn-Pride,.SeabournSpirit(Seabourn

CruiseLine)

の8隻 で あ る。44ペ ー ジに各船 の要 目を掲

げ る。

SeabournPride級2隻 は1万 トンと大 きい

が,客 対船 員比 はSGと 変 らず,小 型 化 によ

る高級化 を狙 った船 であ って,お 値段 の方 も

SGに 勝 ると も劣 らない。巨大船 の要 目を参

考 の為 に附記 した。

面 白い こ とに,WindSong型3隻 は帆船で

ある。天 を摩す60メ ー トル の4本 のマ ス トを

持 ち,帆 の昇 降 ・操作 はコ ンピュー ター化,
フ　ム

機械化 されていて乗客が居る甲板上に桁 や
さ く

索具が走る危険は無い。帆は客達の眼を楽 し

ませ,も ともと海洋嗜好性が高 く帆船にノス

タルジイを抱 く欧米の客を魅了するための演

出に過ぎない。帆船型の小型高級観光船は甚

だ評判が好 く,高 名なる業界誌Travel&Le-

isure誌 の前編 集長PamelaFiori女 史 も,

「SGとWindSongの 比較 は難問だが,と り

あえず私なら後者 を選ぶ」 と誌上で述べてい

る。之 らの 「帆船」は原則 としほて常時機走

することによって所定の航路 と時間を維持す

るが,風 向風速よろ しきを得て展帆すれば客

は感動する。天を摩する四本のマス トに純白

の帆を掲げてモーレア島クック湾沖に姿 を現
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し,見 る間に帆を降ろして碧玉の湾内に進入
ウインドソノグ

して来 る風 の歌 の姿 は一幅の絵である。帆
ヒ 　 ル

船であるか ら当然帆走時には船体は傾斜する

が,そ の傾斜 は卓上の シ ャンパ ングラスが滑

り だ さぬ 限 度(6Qと 云 わ れ る)に コ ン

ピュー ターに よって厳 しく管理 されて い ると

小型高級船一覧表

船 名 トン数
船 長×船幅

(フィー ト)
客数 船員数 客対船員比 建造年

価 格 帯

diem,$

1.2 SeaGoddessI,H 4,250ト ン 344×48 116 80 1.5:1 .・, 743--486

3 OceanicGrace 5,218 103×15.4

(m)

120 70強 1.7:1 .;. 約5万 円

4

ごQ

ρ0

Star

WindSpirit

song

5,350
440ft

(132m)
148

..
1.8:1

1986

spirit

...

386～271

7

8

SeabournPride

Spirit
10,000 439×63 212

140

141
1.5:1

,..

(Spirit

1989)

828

643

QE2 67,139 963×105 1,900 1,025 1.9:1 1969

4,174--1,857

(ス イ ー ト1室)

1,150--200

SovereignoftheSea 74,000 879.5

×106.2
2,282

750 3:1
... 338--126

N・rway(旧France) 72,202 1035×110 1,774 850 2.1:1 1962 692--142

注)diem:1人1日3食 遊 び付 の 価 格 を意 味 す る単 位 。 航 海 は 普通1週 間 が 単 位 。 価 格 は季 節,コ ー ス に よ り変 動 。

例 え ばSGの 場 合,486ド ルX7(日)×130(円)×2(人)=884,520円 が 最 低 価 格 。

資 料:「Fodor's91cruisesandPortsofCall」 他 。

Windstar,440ft,5,350tons.
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云 う。

第8節 ミヨ ッ トミへ の回帰

小型 化 し贅沢化す る観 光客船 は,一 つ の明
モデル

確 な 目標 を持 っている。

豪 華 ヨ ッ トへ の 限 り無 い接 近 で あ る(32

ペ ー ジ,ヨ ッ トの定義並 びに33,45,47ペ ー

ジ写真 参照)。

SGが 企 画 された時,経 営者 は,

「個 人の持 つ 豪華 な ヨ ッ トに招 か れ た気 分

を味わ える ような船」

にす るつ も りだ と発表 した。

思 うに ヨ ットは人類 の考 えだ した窮極の贅

沢であ る。

1988年8月 号PowerandMotoryacht誌 に

掲載 された世 界豪 華 ヨ ッ ト100選 の 筆 頭 は,

相 変 らず サ ウ ジ ア ラ ビ ア のKingFahdの

AbdulAziz(482フ ィー ト1イ ンチ)で あ り,

ア メ リカの 不動 産屋 トラ ンプが 売 り出 した

TrumpPrincess(281'9")が6位 に 在 り,

100番 目は さる船会社 主のShark(141'0")で

あ る。 最 新 の ヨ ッ トを イ メー ジす るた め に

MY(モ ー ター ヨ ット)Mercedes(98.4ft,)

を下 に示す 。

繰返 せ ば、 日本 人が 「ヨ ッ ト」 とい う言葉

に持 つ イメージに反 し,之 らの船 の殆 ん どは

モー ターボ ー トであ る。帆走型 か機 走型 かの

差 は オーナーの嗜好の問題 だが,帆 走船 に比

べ て機 走船 は,同 じ長 さの場合,格 段 に大 き

な船 内容積 を亨受 し得 る。40フ ィ ー トの帆走

艇 は ほ ど ほ どの大 き さだが,40フ ィ ー トの

モ ーターボー トは豪艇 に近 い。立体で あ る船

の価 格 は概 略船の長 さの3乗 に比例 して高騰

す るか ら,同 じ内容積 を望 む なら機走型(つ

ま りモー ターボ ー ト型)の 方が安 い道 理であ

り,同 じ豪 華 さを望 むな らば帆船 は格段 に贅

沢 だ と云 える。

こ の よ う な豪 華 な ヨ ッ トは ミ動 く別荘 、

ミ動 く邸宅
.で あ り,史 上,王 侯 ・貴 族 ・富

豪 は競 って豪華 ヨ ットを持 ち,彼 らの社交界

を型 成 したか ら,欧 米人又 は欧米文化 の影響

下にあ った人 々 にとって,豪 華 ヨ ッ トを持 つ

ことは窮極 の夢 であ り,豪 華 ヨ ットに 「招 か

れ る」 こ とさえも夢で あ り得 た。チ ャーチル,

ジ ャク リー ヌ ・ケ ネデ ィがオナ シスの ヨ ット

「ク リスチ ーヌ」 に しげ しげ と招 かれ た話 題

は人 の知 るところである。豪華小型観 光船 の

Mercedes,98.4ft,1989
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オーナー会社,設 計者 が,彼 ら,の船 の イメー

ジをひたす らに個人,所 有 の豪華 ヨッ トに近

づ けん と望 んだ理由 は,少 な くと も欧米海洋

先進 国民 に とって は 目明 の理 で あった。

47ペ ー ジの写真 は,か つ ての巨大豪 華客船

か ら分 れて小型化 す なわち高級 化 を志 した最

近の観光客 船 の船 型が,ひ たす らに個 人所 有

の豪華 ヨッ トに近 かず く状況 を示す。各艇 は

上 か ら,Oceanfast3000(109ft,33.3m)

TrampPrincess(以 上2隻 個 人 ヨ ッ ト),Sea

Goddess,SeabournPrideで あ る。

第5章 チャーター ヨッ ト産業の普及

第1節 船 を楽 しむ3つ の方法

船に乗って航海を楽 しむ方法は3つ ある。

1)船 を持つ こと

2)船 に乗ること

3)船 を借 りること

「持つこと」について特に説明は要 らない
。

繰返 し触れた如 く,古 来,王 侯 ・貴族 ・富豪

は自分の船 を持 って人生を楽 しみ彼 らの財力,

権力を誇示 した。人々の生活水準が上 り,レ

ジャーが大衆化 した現在 といえども,豪 艇 を

持つことは極 く小数者の特権である。'一方,

30～40フ ィー ト未満のヨットを持つことは一

般化 し,欧 米先進工業国の中産階級が ヨット

を持つか否かは,単 に彼 らがそれを望むか否

かの差に過 ぎず,米 国に於けるヨットの保有

隻数は千万隻の単位で論ぜられている。
レ ト リ ソ ク

2)の 「乗 る こと」 とは言葉の綾 であ って,

縷 々述べて 来た如 き観光 客船 の切 符 を買 って

「乗 る こ と」 で あ り
,一 般 に,航 路,日 程,
レデ イメ 　 ド

寄港 地,遊 び方がお仕着せ となる ことは止 む

を得 ない。之 に反 し

3)「 借 りる こ と」 とは文 字通 り,ヨ ッ ト
チ ャ 　 タ 　

を賃借 りす るこ とで ある。チ ャー ター ヨ ッ ト

の船長 が客 を迎 えて まず 口にす るあい さつ は

「onthisboat
,timeisyaurs.」 で あ る。 続 い

て す る質 問 は,「 貴 下 は如 何 な る水 域,如 何
ポ 　 ト オ コ 　 ノレ

なる航路,如 何 なる 目的地,如 何 なる遊 び

方をお望みか。帆走か(帆 走船の場合でも)

機走か,潜 水か,浜 での水浴か,買 物か,上

陸 して訪れるレス トランは高級フランス料理

か,鄙 びた郷土料理か,船 内での料理につい

ての特別の注文は,酒 の好みは,何 な りとご

意見をうかがいたい。本船 は可能な限 り貴意

に沿う努力 をする」云々。

すなわち,(2)「 乗ること」がお仕着せで

あるのに反 し,(3)「 借 りること」は,当 然

ながら,一 時的に(1)「 持つ」 こととな り,

遊びのカスタム ・メイ ドが可能になる。

現今,チ ャーターヨットに対する嗜好 と需

要は澎湃として高 まり,レ ジャー産業界(海

洋 レジャー産業界 と限定せず)の 重要部門と

して成長 している大きな理由は,上 記の如 き

一時的所有の満足
,つ れて遊びの自主性の満

足感にあると思われる。

第2節 レンタカーか リム ジン か。

ヨ ッ トをチ ャーターする方法 もまた2種 類 あ
ベアチャ　タ　

り,そ の1つ は 裸傭船 で あって,つ ま りは
キ ャプテン

レ ン タカ ーで あ る。 第2の 方 法 は 船長 ・
ク ル 　

乗組員付 で ヨッ トを借 りる方 法 で あ る。
シ ョ フ ァ 　

運転手付 リムジンと云 うべ きか。操船技量 と

経験 に自信のある客は,望 む海域で ヨットを

裸で借 り自ら操船することによって支出を大

巾に削減 し,将 にヨットの所有と自主的航海

の満足感を満喫し得 る。欧米海洋 レジャー先

進国民の問では,自 分自身や家族で船 を動か
ベアチャ　タ　

し得る客の厚い層があるか ら,裸 傭船 業は

一般に普及 している。
　も へ

当然なが ら,裸 傭船には,予 期 し得 る多 く

の阻害要因がある。未知の海域での天気予測

の困難 さ,海 図のみを頼 りに未知の海 を航海
アンカレジ

し未知 の錨泊地又 は港 に進入 して行 く不安 と

危険,上 陸地,泊 地,レ ス トラン,シ ョ ッピ
ランゲ　ジバ リア　

ング等の適確 な情報の入手難,言 葉の壁,

国が変る毎に繰返えされる税関手続の繁雑 さ

等 々。カリブ海では,す ぐ向うの島に上陸す

るにも国籍が違 うために通関を要することが
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普通であ り,税 関の事務所は必ず しも海から

明瞭な位置にはない。多 くの経験者は,若 干
キャプテ ン

又 は相 当の 出費増 を覚悟 して も,船 長 ・
ク ル 　

乗組員付 ヨットをチャーターするのが貴重な

バカンスの時間と費用を有効に使う方法であ

ると指摘 している。

チャーターヨットにもまた 小型豪華観

光客船 と同 じく一一帆走 ・機 走す なわち,

我々日本人が考 える ミヨッド 型とモーター

ボー ト型の2種 類があり,再 び小型観光船 と

同じく,帆 走艇 といえども充分の機走力 を備

えているか ら,風 がなくとも走れ,望 むなら

ば,風 上の 目的地へ機帆両用 で直行 し得 る
タ ソ ク

(帆走のみの場合,風 上へ は蛇行 を繰 り返す

必要がある)。 ミヨット、型は,天 候之を許せ

ば豪快な帆走の醍醐味を満喫出来るが,既 述

の如 く,同 サイズのモーターボー ト型に比べ

て居住性が劣 る。モーターボー ト型は高速を

利 して目的地へ直行 し,海 浜又は港で遊ぶ時

間を充分に確保出来,一 般に船内の居住性 も

好 いが,ヨ ッ ト乗 りの観点 に立て ば,モ ー

ターボー トの航行はいささか単調で騒々 しい。

両者 の選択 は客 の嗜好に委せ られ,チ ャー

ター業者は潤沢な選択の巾を客のために用意

している。

第3節 チ ャー ターヨ ッ トの実際

普通チ ャーター ヨッ トの定員 は,2,4,

6,8,10程 度 の2の 倍 数で あって,こ れ以

上 の客 す な わ ち団 体 を乗せ る こ とは少 い。

チ ャー ター ヨ ッ トは個 人所有 のプ ライベ ー ト

ヨ ッ トをイ メージ してい るか らであ る。2の

倍数で ある理 由は,日 本 を除 く諸外 国で は客
つい アコモデ　ション

は男女一対 を原則 とし,船 内の 設 備 もホ

テル と同じく,2人 部屋 にシャワー,ト イレ

付きを原則 としているからである。客数が増

せば船が巨大化するから,日 本旅館の如 く団

体の追い込みは考えられない。之に対応 し,
セ クスレシオ

乗組員の 性 比 も均衡しているのが普通で,
ク ル 　

女性の乗組員は若 くand/or魅 力的である場

合が多い。筆者の見聞の限 りでは船長は男性

である。客は契約 したヨットの待つ港に近い

ホテルにまず泊 り,そ のホテルのロビーで船

長 と落ち合い,船 長,ク ルー達がゴムボー ト

で客の荷物を沖泊 りしている船に運ぶ。船が

近 くの岸壁に接岸 している場合 もある。乗員
ク ル 　

の構成 は,船 長1人,シ ェフ1人,乗 組 員1

～2人 で ある
。 シ ェフ(普 通女性)も また ク

ルー を兼務 して操 船作業 に従事 す る。 チ ャー

ター ヨ ッ トは夫婦 で運航運営 されて い ること

が 多 く,彼 らが男女の クルー を雇 う。女 主人

が シェフを兼 ねてい る場合 も多 く,客 の側 は

件 の船 の シェフは誰で あるか,ど の程 の腕の

シ ェフか に深甚 な関心 を抱 き,エ ージ ェン ト,

パ ンフ レッ ト(プ ロシェ),ロ コ ミを通 じて

事前 の調査 を怠 らない。一週 間毎 日3回 の食

事 が どのよ うなメニ ューで,ど の レベ ルの味

で出 されるかは ヨ ッ ト上 の 「幸福」 を致命的

に支配す る ことを船 ・客両者 は熟知 してい る

か ら,自 信 のあ るシ ェフ を持つ 船 は,プ ロ

シ ェ等で その点 を特 に強調 す る。

船 長 は練 達 の 船 乗 りで あ る と同 時 に,
ホ ス ト

主人役 として客 と応待す る。彼 は食 味,ワ イ

ンに通 じ,上 陸地で の買物や レス トラ ンの選

択 の コ ンサル タン トであ り,時 に歴 史,文 学,

芸術 につ いて客 との会話 を楽 しめる教養人 で

あ る必要 があ る。如何 に大衆化 された とはい

え,チ ャー ター ヨッ トの客 は概 して中産 階級

以上 と期待 され るか ら,客 の中に相 当 な趣 味

人,知 識 人が ま ぎれ込 んで来 る危 険(?)が

あ る。寝 食 を共 にす る1週 間の間中客 をご魔

化 し続 ける ことは難 しい。筆者 はか つて《All

isbest》 と い う チ ャー ター ヨ ッ トに 乗 り,

キ ャ プ テ ン か ら 「ミル トン を 知 っ て い る

か?」 と尋 ね られ て 驚 い た経 験 を持 つ。
パラダイスロスト

「失 楽 園 の ミル トンか?」 と答 え る と彼 は

安心 し,「 この船 の名前 は ミル トンの晩年 の

言葉 か ら取 った」 と説明 した。

上 記 の 概 説 に よって も明 らか な と お り,

チ ャー ター ヨッ トの船長 とクルーの仕 事 は,
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陸上のホテル,レ ス トラン等とは比較 になら

ぬ苛酷な労働であるが,一 般に彼 らは彼 らの

仕事 を愛 し,船 上生活を愛 し,客 との接触 を

楽 しんでいるかに見 える。客は離船時に傭船

料総額の10～15%を チ ップとして払い,彼 ら

の労働 と奉仕に応える。

結論
ライナ　 クル　ズシップ

① 豪華客船から豪華観光客船へ

② 巨大観光客船か ら小型高級客船へ

③ 豪華個人ヨットの所有からチ ャーター

ヨットへ

の一連の推移は,そ のままこの一世紀問の

人類の海洋 レジャーへの欲求と実現の流れを

現わ している。すなわち,

① かつて交通機関であった客船は,そ の

使命 を航空機に譲 り,レ ジャー一本に目標 を

絞るようになった。

② レジ ャーの大衆化に伴い,観 光客船 は

大型化する一方,よ り贅沢,よ り高級化 を望

む市場のために,小 型高級客船が誕生 した。

小型高級客船は,明 らかに,永 く存在 して来

た個人所有の豪華 ヨットをイメージして発生

した。

③ 一方,豪 華なヨットを一時的に所有 し,

かつての上流階級の遊びをそのままに楽 しむ

ためにチャーターヨット産業が誕生 した。

④ 高級小型観光船は,個 人所有の ヨット

の代替体験の手段である。一方,豪 華ヨット

のチャーターもまた,個 人所有のヨッ トの代

替体験である。どちらを選ぶかは,客 の恣意

嗜好に委されるが,人 類輓近の レジャーの終

末点が,共 に個人所有の豪華且つ優雅なヨッ

トのイメージに向けられている事実は 「ヨッ

トは人類の窮極のレジャーである」 とする仮

設の傍証た り得 ると思われる。

.・


